
1 桜友同窓会報

　
私
が
同
窓
会
事
務
局
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
６
年
目
に

な
り
ま
す
。
後
半
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
と
い
う
こ
と
で
、
夏
恒
例

の
形
で
の
同
窓
会
総
会
も
開
催
で
き
ず
に
悶
々
と
し
た
日
々
を

過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
で
も
、
実
は
同
窓
生
の
一
人
で
あ
る
と

い
う
こ
と
の
よ
さ
も
十
分
に
感
じ
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

そ
れ
は
同
窓
会
の
２
つ
の
ね
ら
い（
①
会
員
相
互
の
親
睦
②
母

校
の
後
援
）と
関
係
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
１
つ
目
の
よ
さ
で
す
が
、先
輩
や
後
輩
の
皆
さ
ん
と
の

関
わ
り
、同
期
の
仲
間
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。東
京
支
部
の
皆
さ
ん
の
勢
い
も
聞

こ
え
て
き
て
い
ま
す
。そ
ん
な
時
と
て
も
う
れ
し
い
気
持
ち
に

な
れ
る
の
で
す
。同
窓
会
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
感
じ
る

こ
と
の
で
き
た
喜
び
だ
と
思
っ
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
２
つ
目
は
、母
校
の
後
援
が
ね
ら
い
な
の
で
す
が
逆
に
母
校

の
生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の
元
気
を
い
た
だ
い
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
３
月
、
中
高
一
貫
校
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
た
一
回
生
の
卒
業
が
あ
り
ま
し
た
。半
数
は
中
学
校
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
一
貫
性
、半
数
は
高
校
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
高

入
生
で
す
。
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
も
分
か
る
通
り
、

一
人
一
人
素
晴
ら
し
い
旅
立
ち
を
し
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

私
が
特
に
う
れ
し
か
っ
た
の
は
、一
貫
生
と
高
入
生
が
お
互
い

に
切
磋
琢
磨
し
た
高
校
生
活
を
送
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。も

ち
ろ
ん
、そ
こ
に
は
先
生
方
の
献
身
的
な
ご
努
力
が
あ
っ
た
こ

と
は
容
易
に
想
像
が
で
き
ま
す
。先
生
方
に
も
感
謝
で
す
。

　
令
和
４
年
度
に
な
り
在
校
生
の
素
晴
ら
し
い
活
躍
も
聞
こ
え

て
き
ま
す
。同
窓
会
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
沢
山
の
元
気

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

桜
友
同
窓
会
の
よ
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
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令
和
４
年
度
の
桜
友
同
窓
会
総
会
は
、

昨
年
の
総
会（
代
行
総
会
）に
お
い
て
令

和
４
年
８
月
６
日（
土
）に
開
催
す
る
こ

と
に
議
決
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
収
束

が
見
通
せ
な
い
状
況
の
た
め
、
昨
年
度

と
同
じ
く
同
窓
会
会
則
８
条
の
規
定
に

基
づ
き｢

評
議
員
の
代
行
総
会｣

と
な

り
ま
し
た
。

　
代
行
総
会
は
、令
和
４
年
７
月
16
日

（
土
）午
前
10
時
か
ら
村
山
市
民
会
館

に
て
開
催
し
ま
し
た
。総
会
の
議
長
は

総
会
当
番
学
年
の「
昭
和
60
年
卒 

睦

和
会
」の
平
田
賢
司
さ
ん
が
選
出
さ
れ
、

議
事
進
行
を
務
め
ま
し
た
。

　
議
題
は
次
の
通
り
で
、す
べ
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

①
令
和
３
年
度
事
業
報
告

②
令
和
３
年
度
会
計
決
算
に
つ
い
て

③
母
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業

　
特
別
会
計
執
行
状
況
に
つ
い
て

④
令
和
４
年
度
桜
友
同
窓
会
運
営
方
針

　
に
つ
い
て

一　
母
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業

二　
会
員
の
親
睦
と
交
流
の
促
進

三　
母
校
後
援
事
業

⑤
令
和
４
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

一　
母
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事

業
へ
の
取
り
組
み

二　
会
員
の
親
睦
と
交
流
の
促
進

＊
同
窓
会
報
の
全
同
窓
生
へ
の
郵
送

事
業
は
、第
49
号
ま
で
。

＊
運
営
協
力
金
は
、令
和
４
年
度
ま

で
。

三　
母
校
後
援
事
業

四　

｢

記
念
の
つ
ど
い｣

（
母
校
創
立

１
０
０
周
年
記
念
事
業
）実
施

＊
記
念
碑
除
幕
式

⑥
令
和
４
年
度
会
計
予
算
に
つ
い
て

⑦
令
和
５
年
度
同
窓
会
総
会
に
つ
い
て

・
日　
時
／
令
和
５
年
８
月
５
日（
土
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～

・
懇
親
会
／
午
後
２
時
30
分
～

・
場　
所
／「
甑
葉
プ
ラ
ザ
」

　
　
　
　
　
村
山
市
楯
岡
五
日
町

・
当
番
学
年
／

　
　
麓
登
会
（
昭
和
61
年
卒
）

　
　
燦
章
会
（
平
成
15
年
卒
）　

　
・
次
期
当
番
学
年
／

　
　
　
無
双
会（
昭
和
62
年
卒
）

　
　
　
青
春
会（
平
成
16
年
卒
）　

・
招
待
学
年
／

　
　
　
石
楠
花
会（
昭
和
47
年
卒
）　

⑧
役
員
改
選

　
（
令
和
４
年
７
月
～
令
和
７
年
７
月)

会　
長

　
笹
原　
幸
悦（
昭
和
48
年
卒
）再
任

副
会
長

　
加
藤
由
紀
子（
昭
和
40
年
卒
）再
任

　
佐
藤　
　
直（
昭
和
42
年
卒
）再
任

　
森
谷　
光
一（
昭
和
43
年
卒
）再
任

　
青
木
八
栄
子（
昭
和
49
年
卒
）再
任

監　
事

　
増
川　
清
美（
昭
和
52
年
卒
）再
任

　
柴
田　
　
明（
昭
和
54
年
卒
）再
任

事
務
局
長

　
安
達　
直
彦（
昭
和
46
年
卒
）再
任

事
務
局

　
原
田　
成
夫（
昭
和
46
年
卒
）再
任

　
青
木
八
栄
子【
兼
任
】　　
　
再
任

　
井
澤　
英
悦（
昭
和
52
年
卒
）再
任

　
藤
野　
　
裕（
昭
和
48
年
卒
）新
任

　
な
お
、恒
例
の
総
会
終
了
後
の
懇
親

会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

桜
友
同
窓
会
総
会

桜
友
同
窓
会
総
会

今
年
度
も
評
議
員
に
よ
る
代
行
総
会

今
年
度
も
評
議
員
に
よ
る
代
行
総
会

令
和
４
年
度

令
和
４
年
度

　
昨
年
度
の
桜
友
同
窓
会
報（
№
47
）

に
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、令
和
３

年
７
月
31
日（
土
）に「
評
議
員
会
に
よ

る
代
行
総
会
」を
村
山
市
民
会
館
で
開

催
し
ま
し
た
。

　
笹
原
同
窓
会
長
は
、挨
拶
で
旧
楯
岡

高
校
の
跡
地
の
状
況
、
同
窓
会
総
会

が
代
行
総
会
と
な
っ
た
経
緯
、
母
校

１
０
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
へ
の

感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　

総
会
議
長
に
は
総
会
当
番
学
年
の

「
恒
究
会（
昭
和
59
年
卒
）」の
狩
野
佳

和
さ
ん
が
選
出
さ
れ
、議
事
進
行
を
務

め
ま
し
た
。

　
協
議
さ
れ
た
議
案
は
９
件
で
、す
べ

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。疋
田
和
歌
子
監

事
の
退
任
に
よ
る
後
任
監
査
委
員
は
増

川
清
美
さ
ん（
昭
和
52
年
卒｢

威
風
会｣

）

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年
度

桜
友
同
窓
会
総
会
は

評
議
員
に
よ
る
代
行
総
会

令和４年度運営協力金のお願いと令和４年度運営協力金のお願いと
令和３年度同窓会運営協力金へのお礼令和３年度同窓会運営協力金へのお礼

　常日頃、同窓会活動にご理解、ご協力を賜り、誠にあり　常日頃、同窓会活動にご理解、ご協力を賜り、誠にあり
がとうございます。がとうございます。
　同窓会への運営協力金は、令和４年度で一旦終了します。　同窓会への運営協力金は、令和４年度で一旦終了します。
これまでのご協力に感謝申し上げますこれまでのご協力に感謝申し上げます
　これまでに同窓生からご協力頂きました運営協力金は、　これまでに同窓生からご協力頂きました運営協力金は、
平成28年度から延べ3,251件、総額1,174万円余りになり、平成28年度から延べ3,251件、総額1,174万円余りになり、
令和３年度分は459件、185万円余りで、全同窓生への同令和３年度分は459件、185万円余りで、全同窓生への同
窓会報発行に使わせていただいております。窓会報発行に使わせていただいております。
　運営協力金は１口千円でありますが、２口以上お願いで　運営協力金は１口千円でありますが、２口以上お願いで
きれば幸いです。きれば幸いです。
　ご協力いただいた方々のご氏名、口数を次回の同窓会報　ご協力いただいた方々のご氏名、口数を次回の同窓会報
に掲載いたします。に掲載いたします。
　なお、匿名を希望する方は、その旨ご記入してください。　なお、匿名を希望する方は、その旨ご記入してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和４年７月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和４年７月

協
議
さ
れ
た
議
案

　
①
令
和
２
年
度
事
業
報
告

　
②
令
和
２
年
度
会
計
決
算

　
③
令
和
3
年
度
桜
友
同
窓
会
運
営
方
針

　
④
令
和
3
年
度
事
業
計
画

　
⑤
母
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
の
つ
ど
い

　
⑥
令
和
３
年
度
会
計
予
算

　
⑦
母
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業

　
　
特
別
会
計

　
⑧
令
和
４
年
度
同
窓
会
総
会

　
⑨
監
事
の
選
任
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収入 単位：円
入会金・会費 1,770,000 10,000円×令和４年３月卒177名

運 営 協 力 金 1,850,380 同窓会運営協力金

雑収入・繰越金 2,835,587

計 6,455,967

収入 単位：円
入会金・会費 1,970,000 10,000円×令和３年３月卒 197名

運 営 協 力 金 2,192,000 同窓会運営協力金

繰 入 500,000 100周年記念事業特別会計、部活動等支援金

雑収入・繰越金 1,746,473

計 6,408,473

支出
事 業 費 484,771 総会費・同期祝い金・母校後援費

会 報 発 行 費 2,583,226 同窓会報発行費

会 議 費 83,223 評議員会費等

積立金・諸費等 676,027 記念事業積立金・事務局費・諸費

計 3,827,247

支出
事 業 費 203,087 総会費・同期祝い金・母校後援費

会 報 発 行 費 2,566,187 同窓会報発行費

会 議 費 31,116 評議員会費等

積立金・諸費等 782,640 記念事業積立金・事務局費・諸費

計 3,583,030
※収入6,455,967円ー支出3,827,247円＝2,628,720円は、
　令和4年度に繰越

※収入6,408,473円ー支出3,583,030円＝2,825,443円は、
　令和3年度に繰越

令和３年度決算の概要令和２年度決算の概要

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
が
落
ち
着
い

た
時
期
を
選
び
、
出
席
者
を
限
定
し
開

催
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、

○
笹
原
同
窓
会
会
長
へ
の
激
励
及
び
慰

労
○
当
日
誕
生
日
を
迎
え
た
同
期
生
の
誕

生
祝

な
ど
、
久
方
ぶ
り
に
懇
親
を
深
め
た
。

　
懇
親
会
は
マ
ス
ク
会
食
を
徹
底
し
、

感
染
防
止
を
行
っ
た
。

●
東
京
支
部
●

支
部
総
会
開
催
に
向
け
て

支
部
長　
青
柳
義
昭

　
盛
夏
の
候　
同
窓
会
の
皆
様
に
於
か

れ
ま
し
て
は
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。

　
コ
ロ
ナ
禍
も
先
行
き
不
透
明
な
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
６
月
に
入
っ
て
会

食
や
旅
行
、
入
国
制
限
の
解
除
な
ど
行

動
制
限
が
徐
々
に
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
一
人
一
人
が
感
染
防
止
を

継
続
し
て
是
非
と
も
早
期
の
収
束
を
望

み
た
い
も
の
で
す
。

　
東
京
支
部
の
活
動
も
、
こ
の
２
年
余

り
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
少
数
の
役

員
間
で
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
重
ね
て
、

４
月
中
旬
に
27
名
の
役
員
参
加
を
得
て

東
京
支
部
役
員
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

新
旧
役
員
の
引
継
ぎ
と
４
年
半
ぶ
り
の

９
月
中
旬
に
支
部
総
会
開
催
を
決
定
し

て
、
会
場
確
保
、
案
内
状
作
成
な
ど
の

準
備
を
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
最
近
の
感
染
再
拡

大
を
踏
ま
え
、
安
全
安
心
な
総
会
運
営

が
難
し
い
と
判
断
し
て
、
残
念
で
す
が

２
０
２
３
年
３
月
へ
延
期
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

　
開
催
に
向
け
て
、
役
員
の
方
々
に
は

こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
苦
労
を
お
掛
け
す

る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
が

収
ま
り
、
支
部
総
会
が
実
現
出
来
ま
す

こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　
母
校
東
桜
学
館
の
体
制
も
し
っ
か
り

と
確
立
さ
れ
、
進
学
状
況
な
ど
も
素
晴

ら
し
い
も
の
が
あ
る
と
の
情
報
も
頂
い

て
お
り
ま
す
。
東
桜
学
館
の
益
々
の
ご

発
展
、
そ
し
て
桜
友
同
窓
会
も
一
層
活

性
化
さ
れ
ま
す
こ
と
を
望
み
た
い
と
存

じ
ま
す
。

東
京
支
部
役
員

支
部
長　
青
柳
義
昭（
昭
和
43
年
卒
）

副
支
部
長　
青
山
和
子（
昭
和
43
年
卒
）

副
支
部
長　
前
田
二
郎（
昭
和
45
年
卒
）

会
計・書
記　
熊
澤　
潔（
昭
和
45
年
卒
）

会
計・書
記　
天
野
茂
雄（
昭
和
45
年
卒
）

監
査
役　
佐
藤
和
子（
昭
和
43
年
卒
）

事
務
局　
小
座
間
次
男（
昭
和
47
年
卒
）

事
務
局　
岡　
良
子（
昭
和
45
年
卒
）

同窓会では各学年毎に開催する同期会には１年につき10,000円のお祝い金を準備して
おります。詳しいことは事務局までご連絡ください。

支部・同期会たより支部・同期会たより

志
峰
会

志
峰
会

志
峰
会

志
峰
会

志
峰
会

Ｓ
48
年
卒

東京支部連絡先は下記の通りです。
事務局
Mail → ouyuu.tokyo@gmail.com
T E L → 090-6817-7816（岡）

（支部総会に参加ご希望の方は事務局ま
でご連絡ください。詳細が決まり次第
お知らせいたします、）
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桜
友
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
温
か
い
御
支
援

と
御
協
力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
同
窓
会
か
ら
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た「
千
鍛
万
錬
」と「
東

桜
魂
」の
横
断
幕
が
日
々
活
動
す
る
生
徒
諸
君
を
激
励
す
る

中
、
開
校
7
年
目
を
迎
え
る
本
年
度
は
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ

で
の
挑
戦
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
東
桜
学
館
中
学
校
１
期
生
が
高
校
３
年
生
と

な
り
、
こ
れ
ま
で
東
桜
学
館
で
は
挑
戦
す
る
こ
と
が
な
か
っ

た
大
学
に
数
多
く
の
生
徒
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
東
京
大
学
、

一
橋
大
学
、
東
京
工
業
大
学
、
山
形
大
学
医
学
部
医
学
科
な

ど
の
難
関
大
学
に
合
格
者
を
輩
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、（
あ
く
ま
で
も
一
つ
の
目
安
で
す
が
）地
域
の
中
学
校

か
ら
東
桜
学
館
に
進
学
し
た
生
徒（
東
桜
学
館
で
は「
高
入

生
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。）の
国
公
立
大
学
の
合
格
率
が
、
開

校
以
来
、過
去
最
高
と
な
る
な
ど
健
闘
が
光
り
ま
し
た
。

　
学
校
全
体
に
、
切
磋
琢
磨
す
る
環
境
、
互
い
に
学
び
合
い
、

高
め
合
う
環
境
が
醸
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
た
い
へ
ん
誇

ら
し
く
、
う
れ
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。
後
輩
諸
君
に
は
、
進

路
希
望
実
現
を
は
じ
め
、
様
々
な
挑
戦
に
果
敢
に
挑
ん
だ
先

輩
の
姿
か
ら
受
け
た
刺
激
を
自
ら
の
力
に
変
え
、
そ
れ
ぞ
れ

の
可
能
性
を
最
大
限
広
げ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
文
部
科
学
省
か
ら
指
定
を
受
け
て
お
り
ま
す
ス
ー

パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）に
つ
い
て
は
、

1.7
倍
の
関
門
を
ク
リ
ア
し
、
引
き
続
き
２
期
目
５
年
間
の
事

業
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
課
題
研
究

「
未
来
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
は
じ
め
と
す
る
新
た
な
事

業
に
取
り
組
ん
で
き
た
生
徒
諸
君
、
先
生
方
の

努
力
が
報
わ
れ
た
成
果
と
し
て
た
い
へ
ん
う

れ
し
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
中
学
３
年
生
に
お
け
る「
校
内
英

語
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
」の
開
催
を
は
じ
め
、
中

高
６
年
間
を
見
通
し
た
先
進
的
な
取
組
に
も

挑
戦
し
て
お
り
ま
す
。そ
し
て
、「
や
ま
が
た
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
お
い
て
、
本

校
の
中
学
生
が
高
校
生
チ
ー
ム
を
お
さ
え
て

最
優
秀
賞
を
受
賞
、「
や
ま
が
た
Ａ
Ｉ
甲
子
園
」

で
の
３
位
入
賞
、「
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
国

際
異
文
化
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」や「
東
京
大
学

グ
ロ
ー
バ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ン
パ
ス（
Ｇ

Ｓ
Ｃ
）」に
お
け
る
研
究
活
動
な
ど
、
昨
年
度

も
、
数
多
く
の
生
徒
が
自
発
的
に
様
々
な
取
組

に
積
極
的
に
挑
戦
し
成
果
を
収
め
ま
し
た
。
本
校
が
目
指
す

「
主
体
的
に
学
ぶ
自
立
し
た
学
習
者
」、「
自
走
す
る
生
徒
」の

育
成
が
確
実
に
具
現
化
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。引
き
続
き
、

様
々
な
挑
戦
が
可
能
な
学
校
と
し
て
環
境
整
備
に
努
め
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、こ
れ
か
ら
の
地
域
、山
形
県
、日
本
、世
界
の
発

展
に
寄
与
す
る
若
者
が
、こ
れ
ま
で
以
上
に
東
桜
学
館
か
ら
、

そ
し
て
山
形
県
か
ら
出
て
き
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
続
く
令
和
４
年
度
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
が
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
の
学
校
と

生
徒
間
交
流
が
始
ま
る
な
ど
国
際
交
流
も
進
ん
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
、相
互
訪
問
に
よ
る
対
面
で
の
交
流
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
実
現
す
る
日
が
１
日
で
も
早
く

訪
れ
る
こ
と
を
コ
ロ
ナ
の
収
束
と
共
に
願
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、県
立
楯
岡
高
等
学
校
の
歴
史
を

継
承
し
な
が
ら
、
特
色
あ
る
活
動
を
さ
ら
に
発
展
・
充
実
さ

せ
、
躍
進
す
る
東
桜
学
館
の
主
役
と
し
て
、
す
べ
て
の
生
徒

が
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
溢
れ
る
き
れ
い
な
桜（
は
な
）を
大
き

く
咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
日
々
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

今
後
と
も
御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
本
校
の
教
育
活
動
に
つ
い
て
は
、
随
時
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
よ
り
情
報
を
発
信
し
て
お
り
ま
す
の
で
併
せ
て
御

覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

令
和
３
年
度
、
楯
岡
高
等
学
校
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
で
の
挑
戦

校　
　
長　

 

官
　
　
　
　
　
宏

東桜学館高校の卒業生進路状況

分　類
令和元年度

（令和３年3月）
卒業生 （人）

男子 女子 合計

進　
　
　
学

国 立 大 学 35 25 60
公 立 大 学 3 7 10
私 立 大 学 18 26 44
国 公 立 短 大 0 6 6
私 立 短 大 0 1 1
看護・医療系専門学校 2 7 9
看護・医療系以外の専門学校 2 0 2
職 業 訓 練 校 ・ 公 立 大 学 校 2 0 2
進 学 合 計 62 72 134

就　
職

公 務 員 2 1 3
民 間 0 1 1
就 職 合 計 2 2 4

そ
の
他

海外留学等・防衛大学校等 0 1 1
そ の 他（ 浪 人 等 ） 8 10 18
そ の 他 合 計 8 11 19
合計（卒業人数） 72 85 157
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今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
の
拡
散
防
止
対
策
が
学
校
行
事
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
が
、対

応
が
定
着
し
た
こ
と
も
あ
り
、多
く
の

学
校
行
事
は
変
更
し
な
が
ら
も
実
施
で

き
ま
し
た
。

　
４
月
７
日
、中
・
高
の
入
学
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
中
学
、
高
校
は
そ
れ
ぞ

れ
時
間
を
ず
ら
し
て
の
開
催
と
な
り
、

来
賓
や
父
兄
の
参
加
も
あ
る
程
度
制
限

し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
学
校
が
始
ま
っ
て
か
ら
は
例
年
通
り

の
行
事
日
程
で
ほ
と
ん
ど
の
事
業
が
再

開
さ
れ
ま
し
た
。

　
部
活
動
も
４
月
に
新
入
生
へ
の
部
活

動
紹
介
な
ど
も
例
年
通
り
行
わ
れ
、ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
地
区
総
体
や
県
総
体
等
は
例
年
通
り

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、こ
れ
ま
で
と

は
違
い
、選
手
と
し
て
参
加
す
る
生
徒

と
顧
問
、学
校
が
認
め
る
コ
ー
チ
の
み

が
参
加
、

無
観
客
で

の
大
会
と

な
り
ま
し

た
。
残
念

な
が
ら
応

援
の
父
兄

の
参
加
も

で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
７
月
に

は
ク
ラ
ス

マ
ッ
チ
が
開
催
さ
れ
、
８
月
の
東
桜
祭

（
文
化
祭
）も
２
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
が
、地
域
の
方
を
入
れ
ず
に
生

徒
の
み
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
７
月
末
か
ら
８
月
上
旬
に
か

け
て
和
歌
山
県
で
行
わ
れ
た
全
国
高
等

学
校
総
合
文
化
祭
に
は
放
送
部
、書
道

部
、写
真
・
新
聞
部
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
10
月
に
は
校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、地

区
新
人
戦
や
県
新
人
戦
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
が
、ほ
と
ん
ど
が
無
観
客
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　
２
年
生
の
研
修
旅
行
は
、シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
・
関
西
圏
の
予
定
で
し
た
が
、
長
崎
、

出
雲
方
面
へ
と
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、恒
例
の
か
る
た
大
会
は
12
月

に
実
施
さ
れ
、
新
し
く
寄
贈
さ
れ
た

十
二
単
衣
に
身
を
包
ん
だ
カ
ル
タ
部
員

の
読
み
上
げ
に
よ
っ
て
華
や
か
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
２
０
１
８
年
に
認
定
を
受
け

た
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
の
活
動
の
一
環

と
し
て
マ
レ
ー
シ
ア
の
Ｓ
Ｍ
Ｋ
ア
ガ
マ

中
等
学
校
に
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
を
送
っ

た
り
、
９
月
に
は
タ
イ
の
ノ
ー
ン
ヒ
ン

ウ
ィ
ッ
タ
ヤ
ー
コ
ム
校
と
国
際
交
流
を

す
る
こ
と
に
な
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
生

徒
同
士
の
交
流
開
始
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
Ｓ
Ｓ
Ｈ(

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ

イ
ス
ク
ー
ル)

事
業
は
平
成
29
年
度
に

指
定
を
受
け
、今
年
度
は
Ⅰ
期
目
の
最

終
年
度
の
５
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。「
や

ま
が
た
の
未
来
を
つ
く
る
グ
ロ
ー
カ
ル

な
視
点
を
持
っ
た
科
学
技
術
人
材
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
研
究
開
発
の
テ
ー
マ

と
し
て
、取
り
組
ん
で
来
ま
し
た
。

　
今
年
度
開
催
さ
れ
た
主
な
事
業
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
「
Ｓ
Ｓ
総
合
探
究
Ⅰ
」「
Ｓ
Ｓ
総
合
探

究
Ⅱ
」「
Ｓ
Ｓ
総
合
探
究
Ⅲ
」を
開
講
し

ま
し
た
。

○
東
京
大
学
教
養
学
部
の「
高
校
生
と

大
学
生
の
た
め
の
金
曜
特
別
講
座
」

　

前
期
後
期
あ
わ
せ
て
17
回
開
講
し
、

の
べ
８
１
１
名
の
生
徒
が
受
講
し
た
。

○
Ｓ
Ｓ
健
康
科
学

　
6
月
か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
立
保
健
医
療
大
学
や
県
立
米
沢
栄

養
大
学
、山
形
大
学
地
域
教
育
文
化
学

部
の
先
生
方
に
よ
る
出
張
講
義
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

○
東
桜
サ
イ
エ
ン
ス
ラ
ボ

　

７
月
に
は
、地
域
の
小
学
生
及
び
保

護
者
対
象
の
科
学
実
験
教
室
と
し
て
実

施
し
ま
し
た
。32
組
64
名
の
小
学
生
と
そ

の
家
族
の
方
が
参
加
、講
師
は
主
に
本
校

の
教
員
で
行
い
、中
学
生
及
び
高
校
生
が

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト（
Ｔ
Ａ
）

と
し
て
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

○
国
際
理
解
講
演
会

　
７
月
20
日
東
北
地
方
Ｅ
Ｓ
Ｄ
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
の
鈴
木
美
紀
子
氏
、井
上

郡
康
氏
か
ら「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
の
説
明
と
日

本
の
現
状
」や「
外
国
の
ご
み
問
題
」に

つ
い
て
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。大
変
楽

し
く
有
意
義
な
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
と
は
持
続
可
能
な
開
発
の
た

め
の
教
育
）

○
Ｓ
Ｓ
Ｈ
生
徒
発
表
会

　
８
月
に
神
戸
市
で
ひ
ら
か
れ
た
大
会

に
参
加
し
ま
し
た
。全
国
の
参
加
者
と

の
発
表
を
通
し
た
交
流
を
行
い
、新
た

な
考
え
や
発
表
に
つ
い
て
の
ス
キ
ル
を

学
ぶ
事
が
で
き
ま
し
た
。

○
未
来
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
中
間
発
表
会

　
高
校
２
年
次
の
生
徒
が
41
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
基

づ
き
発
表
を
行
い
ま
し
た
、高
校
１
年

生
が
参
加
し
、外
部
か
ら
は
山
形
県
立

村
山
産
業
高
校
、岩
手
県
立
水
沢
高
等

学
校
が
来
校
し
、東
海
大
学
付
属
高
輪

台
高
等
学
校
と
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ん

で
交
流
で
き
ま
し
た
。

○
第
10
回
科
学
の
甲
子
園
山
形
県
大
会

に
参
加

　
大
会
は
筆
記
と
実
技
競
技
が
あ
り
筆

記
は
10
月
18
日
、実
技
は
10
月
24
日
に

開
催
さ
れ
、
筆
記
に
６
名
、
実
技
に
４

名
が
協
力
し
て
課
題
に
挑
み
ま
し
た
。

○
飛
島
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
「
飛
島
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」を
２

泊
３
日
で
計
画
し
、予
定
通
り
実
施
で

き
ま
し
た
。参
加
者
は
18
名
で
あ
っ
た
。

○
山
形
県
探
究
型
学
習
課
題
研
究
発
表
会

　
一
般
の
部
４
テ
ー
マ
12
名
、高
文
連

科
学
専
門
部
１
テ
ー
マ
４
名
が
参
加
し

ま
し
た
。一
般
の
部
で
、「
油
の
保
存
性

を
高
め
る
に
は
」優
秀
賞（
物
理
化
学

領
域
）、「
Ｃ
Ｎ
Ｆ
ラ
ッ
ピ
ン
グ
で
ご
み

を
減
ら
そ
う
！
」優
秀
賞（
数
学
・
総
合

領
域
）と
、
発
表
し
た
４
班
の
う
ち
２

班
が
、受
賞
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

○
東
北
地
区
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
研
究
校
発
表
会

　
青
森
県
立
青
森
高
校
主
催
で
オ
ン
ラ

イ
ン
形
式
で
開
催
さ
れ
、本
校
代
表
が

「
セ
ル
ロ
ー
ス
を
用
い
た
天
然
由
来
の

食
品
包
装 

用
紙
の
作
成
」の
テ
ー
マ
で
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い
た
動
画
を
作

成
し
、リ
モ
ー
ト
で
口
頭
発
表
を
行
い

ま
し
た
。
参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
、
参

加
校
の
質
の
高
い
研
究
に
触
れ
た
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、自
ら
の
研
究
に
つ
い
て

発
表
で
き
た
こ
と
は
大
変
有
意
義
な
経

験
と
な
り
ま
し
た
。

○
未
来
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
発
表
会

　
校
内
生
徒
の
み
の
実
施
と
な
り
ま
し

た
が
、
中
高
同
時
開
催
で
、
異
校
種
間

の
交
流
で
お
互
い
の
良
さ
を
実
感
す
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。全
体
会
の
様
子

は
、保
護
者
へ
オ
ン
ラ
イ
ン
で
限
定
公

開
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
生
徒
達
は
様
々
な
大

会
や
コ
ン
ク
ー
ル
に
積
極
的
に
参
加
し

大
杙
の
入
賞
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
５
カ
年
間
の
第
Ⅱ

期
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
詳
細
は
東
桜
学
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
載
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

学園祭での１コマ学園祭での１コマ
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　令和３年度同窓会入会式は、令和４年２月28日（月）に東桜学館北
アリーナにて行われました。今年度の入会は「飛彩会（ひいろかい）」
157名。
　笹原幸悦（Ｓ48年度卒）同窓会長からの歓迎のことばは次のとおり
です。
　ひとつは同窓生としての絆、横（同期会）のつながりであり縦のつ
ながりです。毎年夏に同窓会を開催し多くの年代の同窓生が懇親を深
めていましたが、残念ながらここ2年間はコロナ禍の影響で実施され
ていません。
　ふたつは在校生（後輩）への支援であります。特に今年は創立100
周年を迎え、同窓会としても数々の記念事業もやらせていただきまし
た。来年度に実施予定の事業もあります。
　同窓会の理解を深めていただくために「３つの数字」を示します。
　「100」は、本校が県立高校になって今年度100周年となります。
　「５」は、現在の「東桜学館校」は５つ目の高校名となります。
　「20240」は、同窓生の人数です。先輩方が社会の様々な立場で活躍しています。困った時は先輩方が力を貸して
くれるはずです。
　同窓会には多くの同期会があります。そのなかで皆さんは特別な学年です。
①一貫生と高入生が一緒になった最初の学年で、新しい歴史を作りました。
②コロナ禍で長い休校を経験し、教育活動も制約された中での高校生活を過ごしました。
　これらの誰も経験しなかったことを乗り越えた皆さんは素晴らしい。ここにいる仲間がいたからこそ乗り越えられ
たのではないでしょうか。不安な生活の中で、私たち市民も皆さんの姿からたくさんの元気をもらいました。
　卒業後はそれぞれの道を歩むことになります。これから先は良いことばかりではありません。ピンチの時もありま
す。大事なことは失敗しないことではなく、その失敗から再び立ち上がることです。失敗は成長のチャンスです。前
を向いていきましょう。
　同窓会の存在は忘れてしまうかもしれません。それでも同窓生としての縦横のつながりは消えません。ふと思った
時に戻れる場所が同窓会です。いつでも受け入れてくれる仲間たちがいます。桜友同窓会は明日から皆さんの旅立ち
をずっと応援しています。
　「飛彩会」から、入会への挨拶と新役員の紹介がありました。
　入会記念品として、全員に東桜学館中学校・高等学校、楯岡高等学校の校歌を収録したCDを贈りました。

　令和４年４月７日、東桜学館中学校・高等学校の入学式が行われました。中学校には地域の小学校から入学した７
期生99名、そして高等学校には、本中学校から進学した第４期の一貫生と各中学校から入学した高入生合計191名
のみなさんです。
　官校長の式辞に続いて、本校後援会長である土田正剛東根市長から、「本市は県内で最も勢いと元気があるまちと
称され、昨年の住みよさランキングでは北海道・東北ブロックで第１位となりました。その一端を担い、本校に隣接

するまなびあテラスは、図書館や美術館、そして
学習コーナーなどを兼ねそろえていますので、可
能な限り利用していただき、ここ東根に愛着を感
じてほしいと思います。」とお祝いの言葉が送ら
れました。
　笹原同窓会長からは、「前身の県立楯岡高等学
校を母体にしている本校からは、各界に２万余名
の素晴らしい多くの人材を輩出しています。皆さ
んも先輩方に続き、社会を創る一人のメンバーと
して研鑽し、大きな夢を本校で育まれることを期
待いたします。」と、お祝いのメッセージを送り
ました。

同窓会入会おめでとう同窓会入会おめでとう

入学式入学式

飛
ひ

彩
いろ

会
かい

会　長　矢萩昭平　副会長　元木彩音
クラス代表
　１組　青柳匠朗　　２組　矢萩昭平
　３組　中島孝太　　４組　横川　唯
　５組　元木彩音

157名157名
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　令和４年３月13日、東桜学館中学校の第４回卒業証書授与式が行われました。
　官校長からは、「第４期生の皆さんは、未曾有の感染症の影響を受けながらも、本校の三つ
の理念のもと、東桜学館ならではの高く難しいハードルを仲間と協力しながら見事に乗り越

えてきました。社会には様々な課題が山積しています。世界に目を向ければ、人々の平和な暮らしを脅かす悲しい出
来事も起きています。そのような中、令和の主役となる皆さんは人として自立し、地域社会、国際社会の発展に貢献
するため、そしてこれからも変化の激しい時代をたくましくしなやかに生きていくために学び続けてください。果敢
にチャレンジし、自らの夢、目標の実現に向けて邁進してください。」と激励の言葉がありました。
　笹原同窓会長からは、「北京オリンピックのカーリング競技で日本として史上初の銀メダル獲得という快挙を達成
したチーム『ロコ・ソラーレ』のリザーブ石崎琴美選手が、裏方として果たした役割に触れて、石崎選手の存在無く
して日本チームの快進撃はなかったと紹介しました。卒業生の皆さんが将来社会生活を送る上で、一人一人に大切な
役割があります。自分にあった役割を自分で決めることになりますが、それぞれすべてが大切な役割です。どうぞ自
分の心に従って前に前に歩んでいってください。」と、同窓会を代表してのお祝いのメッセージを送りました。
　卒業生を代表して古沢拓眞さんが、「コロナ禍の中で学校生活が再開されるまで３か月間かかったこと、新しい生
活様式になり活動が制限された中で生徒同士のつながりを強めるために工夫してきたこと、体育祭、東桜祭、合唱交
流会、カルタ交流会、縦割り清掃など、思い出すと今でも胸が熱くなってきます。この一年思うようにいかなかった
が、こんな時こそ限界を作らず最高の一年を創りあげることができました。最高の仲間たちの笑顔をこれからも大切
にしたい。この時代をたくましく乗り越え、大いに学び走り続けます。」と決意の言葉を述べました。

　令和４年３月１日、第６回卒業証書授与式が行われました。卒業生は157名の仲間です。
　官校長は式辞で「皆さんは高入生と一貫生が初めて集った学年として様々なことにチャレン
ジしてきました。学校ではより高いハードルを課してきましたが、皆さんは志が高く、仲間

と励ましあい、互いに切磋琢磨しながら見事にその壁を乗り越えてきました。教職員として誇らしく、大きな勇気に
なりました。これからは、道なき道を開拓し新たな世界で飛躍されることを願います。」とはなむけの言葉を贈りました。
　笹原同窓会長からは、「今年度は、東桜学館中学校に入学した一貫生と高等学校に入学した高入生が一緒になって
初めての卒業生を送りだすという記念すべき年です。さらに申し上げるならば、本校が大正10年に県立高等学校と
してスタートしてから百周年を迎えたという記念すべき年でもあります。卒業生の皆さんにとってコロナ禍の中での
たいへん厳しい高校生活が続いた訳ですが、その中でも前を向き続けた皆さんをたいへん誇らしく思います。皆さん
の姿からは同窓生のみならず私たち市民もたくさんの勇気と元気をいただきました。」と、同窓会を代表してのお祝
いのメッセージを送りました。
　在校生代表早坂京夏さんの送辞を受け、生徒会長を務めた青柳匠朗さんが卒業生代表として答辞を述べました。青
柳さんは３年間の貴重な体験を振り返り、「3年前、新しい仲間との出会いがあり、期待を膨らませながら特別な学
年として学校生活をスタートさせました。残念ながら３年間の３分の２が未曾有の感染症のためにままならぬ状況に
なりました。様々な制約がある中でできることを模索しながら目の前のことに全力で取り組んできました。特に今年
度はプレッシャーに押しつぶされそうになりましたが、仲間と励ましあいながら乗り越えて努力を続けてきました。
後輩の皆さんにも協力してもらい最高の学校生活でした。高い学びの場を与えていただき、厳しくもあたたかく導い
ていただいた先生方に心から感謝いたします。」と力強く結びました。

卒業式卒業式

中学校中学校

高等学校高等学校
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母
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
は
、

令
和
元
年
度
に
準
備
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、令
和
２
年
度
に
実
行
委
員
会
を
設

立
し
、こ
れ
ま
で
準
備
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。当
初
予
定
で
は
令
和
３
年
度
に

１
０
０
周
年
記
念
事
業
を
行
う
予
定
で

し
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓

延
に
よ
り
記
念
式
典
な
ど
集
ま
っ
て
の

会
合
は
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た

が
、よ
う
や
く
４
年
度
に
入
り
記
念
式

典
等
の
実
施
の
め
ど
が
つ
い
て
き
ま
し

た
。

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
た
百
周
年
記
念
事
業

と
令
和
４
年
度
に
計
画
さ
れ
て
い
る
主

な
事
業
は
次
の
通
り
で
す
。

１
．
同
窓
会
会
員
名
簿
の
発
行

　
　
１
０
８
０
部
印
刷
し
ま
し
た

２
．
記
念
碑
の
建
立

楯
岡
高
校
の
講
堂
跡
地
に
現
在
建

立
中
で
す
。

講
堂
の
基
礎
石
と
な
っ
て
い
た
楯

山
石
も
使
い
ま
す
。

11
月
の
記
念
式
典
時
に
披
露
す
る

予
定
で
す
。

ま
た
、
楯
岡
高
校
の
正
面
玄
関
前

に
あ
っ
た
校
歌
碑
も
一
緒
に
設
置

し
ま
す
。

３
．
記
念
式
典

　
　
令
和
４
年
11
月
５
日

記
念
碑
の
除
幕
式
と
記
念
式
典
を

開
催
の
予
定
で
す
。

４
．
記
念
誌
の
発
行

令
和
５
年
度
末
に
同
窓
会
報
の
縮

刷
版
を
発
行
し
ま
す
。

５
．
桜
友
同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

立
ち
上
げ
ま
し
た

６
．
学
校
関
係
の
事
業

①
記
念
演
奏
会
・
講
演
会
の
実
施

　
令
和
４
年
９
月
15
日（
木
）

　
や
ま
ぎ
ん
県
民
ホ
ー
ル（
山
形
駅
西
口
）

　
記
念
演
奏
会

　
　
「
山
形
交
響
楽
団
の
演
奏
」

　
　
「
吹
奏
楽
部
と
の
合
同
演
奏
」

　
記
念
講
演
会

　
講
師
：
日
本
マ
ラ
ウ
イ
協
会
理
事

　
　
　
　
文
化
交
流
委
員
長

　
　
　
　
　
草
刈
康
子
氏

　
　
　
　
　
（
平
成
３
年
卒 

磋さ
ざ
ん三

会
）

②
部
活
動
へ
の
寄
贈

　
　

吹
奏
楽
部
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
の 

　
　
作
曲
な
ら
び
に
楽
器
の
購
入

　
　
野
球
部
の
ユ
ニ
ッ
ト
ハ
ウ
ス　
等

母校創立１００周年記念事業母校創立１００周年記念事業

吹奏楽部100周年楽器購入

令和４年９月１５日（木）　午後１時開演

やまぎん県民ホール（山形駅西口）

先着１００名

希望者は８月末日まで事務局に電話等で申し込んでください。
TEL：090－2794－7502（同窓会事務局専用）

①記念演奏会
　山形交響楽団の演奏
　東桜学館吹奏楽部との合同演奏
　百周年記念委嘱作品披露
　八木澤教司作曲「悠遠の羇旅～芭蕉の歩いた出羽路」
②記念講演会（オンラインでの講演）
　講師：日本マラウイ協会理事・文化交流委員長　草刈康子氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　（平成３年卒・磋三会）

日　時

場　所

定　員

締　切

内　容

記念演奏会・記念講演会のご案内
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　村山市は、令和２年に山形県から楯岡高校跡地の
譲渡を受け、同年10月に教室棟など校舎の一部を
解体した後、令和３年７月より校舎の改修工事が進
められてきました。
　そして、今年７月22日、旧楯岡高校は「にぎわ
い創造活性化施設Link MURAYAMA」としてプレ
オープンいたしました。
　施設の愛称は全国から公募し、約200点もの応募
の中から、村山市の未来に向けて相応しい名称として、同窓生の落合直義さん（山形県在住・昭和45年３月卒業）
考案の『Link　MURAYAMA（リンクむらやま）』が選考されました。
　この愛称には、村山市が目指す「次の世代へ引き継ぐ魅力ある村山市」にLinkし、多様な世代、多様な事業者が
Linkする施設、様々な出会いをLinkさせる（起業、創業）施設、旧楯岡高校の歴史を未来にLinkさせる施設など多
くのリンクの意味が込められています。
　施設は、「多様な利用者が集い、にぎわいの創出と経済効果を生む拠点」として、たくさんの機能を兼ね備えた複

合施設です。特徴として、県内外から15社が入居しオフィスと
して利用。これからの生活様式に合った新しい働き方が出来るコ
ワーキングスペース。健康づくりのためのフィットネス。子ども
たちが学びながら楽しんで遊べるスペース。居心地の良いカフェ
スペース。コミュニティスペースとしてのシェアキッチン。観光
案内所、移住者の相談所としても活用いただけます。
　楯岡高校の歴史を繋いで、地元の人に愛され親しまれる場所を
目指すことはもちろん、地域の活性化の一端を担う施設となります。
　施設内は、旧校舎の古材を利用してつくられた家具が置かれ、
教壇や教室の床材などはそのまま利用されているため、随所に懐
かしさを感じる部分が残っています。来館された同窓生の方々が、
旧楯高の名残を発見しながら楽しんで施設内を見学してくださっ
ているのが印象的です。
　講堂跡地に建てられる同窓会記念碑は、駐車場の整備が整った
11月のグランドオープンの際にお披露目の予定です。楽しい催
しを用意して皆さんをお迎えします。同窓生の皆様、村山市の新
しい施設「Link MURAYAMA」にぜひご来館ください。

発行所　山形県立東桜学館高等学校内 桜友同窓会事務局
　　　　〒999 ー 3730 山形県東根市中央南一丁目７番１号　TEL : 090 ー 2794 ー 7502
　　　　ＨＰ: http://ouyuu-yamagata.jp/　　E-mail : info@ouyuu-yamagata.jp
印　刷　坂部印刷株式会社

　
コ
ロ
ナ
感
染
も
よ
う
や
く
落
ち
着
き

を
見
せ
、
少
し
づ
つ
従
来
の
生
活
を
取

り
戻
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
学
校
生
活
も
一
部
の
事
業
を
除
い
て
、

実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
大
変
う
れ
し
い
こ
と
な
の
で
す
が
、

こ
こ
で
気
を
緩
め
す
ぎ
る
と
、
ま
た
ど

う
な
る
か
と
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
度
も
総
会
は
評
議
委
員

会
に
よ
る
代
行
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
１
０
０
周
年
事
業
に
つ
い
て
は
学
校

関
係
の
事
業
も
少
し
づ
つ
動
き
出
し
、

秋
の
９
月
に
は
記
念
講
演
会
、
演
奏
会
、

11
月
に
記
念
式
典
、
記
念
碑
の
除
幕
式

が
実
施
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ま
ま
無
事
に
実
施
で
き
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
楯
高
跡
地
に
整
備
し
て
い
る

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
村
山
も
７
月
に
は
プ
レ
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
記
念
碑
は
敷
地
内
講

堂
の
跡
地
に
建
設
中
で
す
。
機
会
が
あ

り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

　
会
員
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
、

掲
載
記
事
等
に
つ
い
て
も
ぜ
ひ
ご
一
報

く
だ
さ
い
。

［
写
真
提
供
協
力　
氏
井
フ
ォ
ト
ス
タ
イ
ル
］

編
　
集
　
後
　
記

地 域 の 話 題
に ぎ わ い 創 造 活 性 化 施 設

「 L i n k  M U R A Y A M A 」 7 月 ２ ２ 日 オ ー プ ン ！




